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項 目 要  約 

１．研究の概要 原子炉用耐放射線・高温動作計測システム開発の第一段階として、

ダイヤモンドγ線検出器とダイヤモンドＦＥＴをもちいた前置増幅

器からなる原子炉格納容器雰囲気モニタ（ＣＡＭＳ）プロトタイプを

開発する。開発目標は、過酷事故対応で求められる、耐熱温度:２３

０℃以上、積算線量:５ＭＧｙ以上の達成を目指す。努力目標として

可能な限り動作温度:３００℃に近づくことを目指す。また、圧力容

器内を除く原子炉格納容器内での使用を念頭に、動作温度:５００℃、

積算線量:１０ＭＧｙを満たす電子デバイス実現の要となるダイヤモ

ンドＩＣ等の要素技術開発としてダイヤモンド基板上へのキャパシ

タ、抵抗製作技術等を開発することを目的として、以下の研究開発を

行う。 

１）ダイヤモンドγ線検出器の開発とダイヤモンドＭＥＳＦＥＴ・

ダイヤモンドＩＣ開発の支援 

２）ダイヤモンドＭＥＳＦＥＴ作製技術の確立とダイヤモンドＩＣ

の要素技術開発 

３）原子炉格納容器内雰囲気モニタプロトタイプの開発

４）ＭＩＳＦＥＴの耐放射線性能向上とダイヤモンドＩＣ要素技術

開発の支援 

２．総合評価 
Ｓ

高温、高放射線環境で動作する原子炉計測システムは重要な技術で

あり、応用範囲が広く、福島第一原子力発電所の廃炉作業においても

活用できるものであり、実現に向けてダイヤモンド検出器や半導体等

の要素開発が順調に進められていることに期待ができる。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


